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一人暮らしだった父や母が亡くなり、相続した実家が空き家になっているが、管理や処分の方法に困っている・・・そんなお悩みはありませんか？
そんな方におすすめの制度ができました。平成２８年４月１日～平成３１年１２月３１日までの間に、相続もしくは遺贈によって、被相続人が居住していた家屋とその敷地を取得し、これを売却した場合、一定の条件を満たせば、譲渡所得の金額から最高３，０００万円まで控除することができる制度です。
これを、「被相続人の居住用財産（空き家）に係る譲渡所得の特別控除の特例」といいます。


特例の対象となる家屋・敷地の条件は以下の通りです。
【対象となる家屋の条件】
①相続開始直前に被相続人の居住の用に供されていた。
②相続開始直前に被相続人以外に居住していた人がいない。
③昭和５６年５月３１日以前に建築された。
④区分所有建物（マンション等）の登記がされている建物でない。

【対象となる敷地の条件】
相続開始直前に被相続人の居住の用に供されていた。

特例を受けるための主な条件は以下の通りです。
①相続もしくは遺贈によって家屋・敷地を取得した。
②イ)　家屋を売却する、または家屋とともに敷地を売却する（家屋は一定の耐震基　　　準を満たしている）。
			もしくは
   ロ)　家屋を取り壊したのち、敷地を売却する。
③相続のあった日から３年目の年の１２月３１日までに売却する。

この他にも条件がありますので、詳しくは税理士にお尋ね下さい。
また、この特例を受けるには確定申告が必要になります。売却時の契約書等は、忘れずに保存しておいて下さい。
この制度を利用することにより、家屋・敷地の売却益に係る所得税の負担が大きく軽減されます。ぜひご活用下さい。
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